
請願第19号 

 

万全な安全対策が施され、県民の納得を得るまでは、大飯原発３・４号機の再稼働には

同意しないことを求める請願 

 

１ 趣  旨 

我々、大飯原発再稼働に反対する全国自治体議員・市民の会は、関西電力が今秋以

降と表明していた大飯原発３・４号機の再稼働に反対し、８月 21 日、おおい町と大飯

原発 30 キロメートル圏８自治体の首長と議会に、請願（陳情）書と要請書を提出した。

当初７月に予定されていた再稼働前の工事は、工事計画認可申請の補正書に多くの重

大な誤りが指摘され、８月 25 日にようやく補正書が認可されている。当初９月県議会

前に同意を予定していたおおい町議会がいまだ同意できていない状況である。 

 高浜原発３・４号機に続き大飯原発３・４号機と、福井県内の原発が次々と再稼働

に向かう動きは、福島第一原発事故を経験した我々自治体議員にとって重大な問題で

あり、住民の命と暮らしを守る立場から請願するものである。以下に、大飯原発の再

稼働にかかわる問題点を述べる。 

第１に、大飯原発立地の危険性である。大飯原発から３キロメートルほど離れた若

狭湾内には、北西から南東方向に伸びる断層があり、また施設内にも、地質学者や地

震学者から活断層の存在が指摘されている。若狭湾の原発が次々に稼働すれば、その

数に比例して事故の確率は高くなる。 

  第２に、住民避難の困難さである。立地自治体と 30 キロメートル圏自治体には避難

計画策定が義務づけられているが、現在の避難計画では、とても実効性のあるものと

は言えず、そのことは、避難訓練に参加した住民自身が体感し、指摘している。万が

一、事故により放射性物質が放出されれば、「近畿の水がめ」琵琶湖の放射能汚染も避

けられない。 

  第３に、「核のゴミ」処理の困難さである。大飯原発の再稼働は、行き場のない使用

済み核燃料をさらにふやすことになる。サイト内のプールは数年で満杯になるにもか

かわらず、使用済み核燃料の貯蔵施設を 2010 年までに県外に建設するという約束も守

られていない。 

第４に、関西電力の工事計画補正書のずさんさに示される安全対策の不備である。

2004 年の美浜原発３号機の復水配管が破損し、５名が死亡、６名が重傷となった重大

事故以降も、2017 年１月のクレーン倒壊事故など事故が頻発し、安全対策上の疑念は

強まるばかりである。 

第５に、原発を立地した自治体は、地域の健全な発展が損なわれてきたことである。

原発設置から 40 年、原発立地地域の地場産業の伸び率は低迷したままであり、製造品

出荷額の統計や観光産業の伸び率では、原発が立地している嶺南地域より、原発のな

い嶺北地域のほうがはるかに上回っているのが実態である。高浜原発の地元中の地元

として、原発と共存してきた音海地区の自治会が、老朽化した原発を運転すれば、「ま

すます人が寄りつかず衰退が加速する」と、高浜原発１・２号機の運転延長反対の決

議をあげている。 

  第６に、原発を運転すれば、安全・安心に日常生活を送る人々の人格権が侵害され

るという問題を司法が指摘している。大飯原発３・４号機に関しては、2014 年５月、

福井地裁は、「本件原発に係る安全技術及び設備は、確たる根拠のない楽観的な見通し

のもとに初めて成り立ち得る脆弱なものである」と厳しく指摘し、運転差しとめを命

http://www.kepco.co.jp/energy_supply/energy/nuclear_power/m3jiko/qa/words.html#17


じている。名古屋高裁金沢支部の控訴審の中で、原子力規制委員会前委員長代理の島

崎邦彦東大名誉教授が、「規制委員会も関西電力も基準地震動を過小に評価している」

と証言し、福井地裁判決が指摘した安全技術上の脆弱性が一層明らかになっている。 

  第７に、原発の再稼働に対して国民の支持が得られていない問題である。福島第一

原発事故を経験し、国際社会では、原発から撤退する国が相次いでいる。国内でも、

福島県だけでなく新潟県や静岡県などの原発立地県の首長や住民が、「原発は危険なも

のであり止めたい」と考え再稼働を認めていない。現段階では再稼働への国民合意、

県民合意はない状況だと考える。 

  そこで、下記の事項について請願する。 

 

記 

 

（１） 実効性ある避難計画がいまだなく、県民の納得が得られていない現状で、大飯原 

発３･４号機の再稼働に同意しないこと。 

（２） 大飯原発３･４号機の再稼働に当たっては、請願趣旨に上げた問題点に関し、住

民が納得できる説明会を再度開くよう、国、福井県及び関西電力に要請すること。 

（３） 大飯原発３･４号機の再稼働に当たっては、差しとめを命じた福井地裁判決に従

い、係争中の裁判で司法判断が出るまで、再稼働を行わないよう国・原子力規制

委員会及び関西電力に要請すること。 

 

以上について、貴議会から、国・原子力規制委員会に対する意見書、関西電力に対 

する要請書を提出するよう求める。 
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